
部署紹介
デジタルテクノロジー第４部



部長メッセージ

通信事業様の顧客チャネルと金融サービス経済圏

を広げる未来に対して、自分たちのデザイン・開

発技術の価値を提供するため、情熱をもって取り

組んでいます。
我々の部では通信事業者様の次世代顧客サービス拡大をミッションとして、

デザイン構想力やクラウドネイティブ開発力をお客様に価値を提供し社会

インフラを支えています。

私たちは一人ひとりが主体性をもって課題に取り組み、解決策を見出し

実現していく点と顧客のビジネス背景を理解し、未来を見据えて一歩先

一手先の選択肢を示す点を重要視しています。

私共の想いに共感頂き、熱い情熱をもって挑戦したい気持ちがある方は

是非一緒に働けることを心待ちにしています。

情報通信事業グループ
モバイルサービス本部

デジタルテクノロジー第4部
部長 西本 達也



デジタルテクノロジー第４部の組織構成

顧客領域
主に首都圏に拠点を構える
大手通信事業社様

ビジネスモデル
保守運用サービス：約10％
開発・SI：約80％
製品：約10％

規模/1案件あたり 数百万円～20億円/件

人数/１案件あたり 数名～数百名/案件

年齢構成
20代：40％ 40代 ：20％
30代：35％ 50歳以上：5％

新卒中途割合 新卒：60％ 中途40％

社員数： 37名 外部人材： 290名

サービス開発
第1課・第2課

デジタル
テクノロジー第4部

主に顧客のオンラインショップ開発を行う部隊。
フロントエンド技術力、大規模WF開発を実行する。

サービス開発
第3課・第4課

主にスマートライフ領域のアジャイル開発を行う部隊
クラウドネイティブにスクラム開発を実行する。
映像サービス技術力も提供可能。

サービス開発
第5課・第6課

主に、IoT,金融領域の開発SIやビジネス開発を行う部隊
CTC自社サービス IotubeTheasightの開発などビジネス開発
も提供可能。



デジタルテクノロジー第４部の特徴・注力ポイント

部の特徴や注力していること

部の特徴や注力ポイント

• 通信事業者様のスマートライフサービス開発を行う。
• AIを活用した開発効率化に積極的に取り組んでいる。
• 社会的な基盤サービスの開発を担っている。
• クラウドネイティブ開発を経験可能。
• 人財の土台作りに注力。開発力だけではなく、ビジネス力も向上。
• 若手もやる気が高いメンバーが多い点も特徴



①プロジェクト管理経験
得意とする技術で専門性を高めて頂き、スクラムマスターやプロジェクト
マネージャとして案件を担当頂きます。

②開発技術 
・コーディング経験（Java,Python,Vue,JaveScript） 
・Webインタフェース（RESTFul API）設計の経験
・クラウドネイティブ開発における設計力
・様々な開発業務を経験することが可能です。

得られる経験／目指せるキャリア

当部ではこんな経験を積むことができます。
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